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水防災対策特定河川事業大和 (郷)地区起工式が行

われました。

この事業は、住宅などを洪水から守るために宅地の

嵩上げなどを行うもので、事業対象家屋は約60戸、平

均で約 2m高くなる計画です。事業期間は、 ・平成18年

度末まで予定されています。
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1 0丹30自、大洲市民会館中mールにおいて、
第2国大淵喜多合併推進協議会が開催されました。

主
思
協
議
事
環

。
大
淵
喜
多
合
併
協
議
会
設
置
議
案
に

つ
い
て
地
方
自
治
法
、
合
併
特
例
法
の
規
定

に
基
づ
く
、
法
定
の
協
議
会
の
設
置
に

関
す
る
議
案
等
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
市
町
村
の
卜
二
月
定
例
議
会
に
こ

の
議
案
等
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

議
会
の
議
決
を
経
て
、
来
年
一
月
一
日

に
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
(
法
定
)
が

設
置
さ
れ
ま
す
。

。
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
規
約
(
案
)

に
つ
い
て

規
約
(
案
)
は
、
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
規
約
に
関
す

る
協
議
書
の
申
し
合
わ
せ
事
項
に
つ
い

て
も
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

品
物
法
定
の
協
議
会
の
委
員

・
四
市
町
村
の
長
・
助
役
、
四
市
町

村
議
会
議
長
・
議
会
特
別
委
員
長
及

び
学
識
経
験
者
(
凹
市
町
村
そ
れ
ぞ

れ
四
人
ず
つ
で
友
性
一
人
を
含
む
こ

と
。
)
・
協
議
に
よ
り
定
め
た
者
(
八
幡
浜

地
十
刀
局
長
)

⑮
会
長
、
副
会
長
に
つ
い
て

φ
協
議
会
の
運
営
に
必
要
な
経
費
の
負

担
に
つ
い
て

。
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
の
規
謹
(
案
)

等
に
つ
い
て

次
の
規
程
等
が
原
案
の
と
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
運
営
規
程
、
会
議
運
常
等
申
し

合
わ
せ
事
項
、
委
員
等
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
規
程

そ
の
ほ
か
事
業
計
剛
、
予
算
、
全
体

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
、
来
年
一
月
の
第
一
回
法
定

協
議
会
で
正
式
に
協
議
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

事長

仲
一
回

事

工員

。
新
市
例
規
策
定
及
び
事
務
事
業
現
況

調
査
業
務
実
施
要
領
に
つ
い
て

。
新
設
合
併
し
た
場
合
、
条
例
等
が

失
効
す
る
た
め
、
新
し
い
条
例
等
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

。
協
議
会
で
の
協
定
項
目
の
基
礎
資

料
の
作
成
を
行
う
た
め
、
山
市
町
村

の
事
務
事
業
の
洗
い
出
し
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
業
務
を
効
率
的
、
的
確

に
行
い
、
業
務
体
制
の
充
実
を
早
期

に
図
る
た
め
、
一
部
を
委
託
す
る
こ

と
が
報
青
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
舘
献
を
閲
覧
で
き
ま
す

会
議
録
お
よ
び
会
議
資
料
は
、
協
議
会
事
務
局
ま

た
は
田
市
町
村
の
合
併
担
当
課
で
そ
れ
ぞ
れ
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工目頁 区 分 大洲市 長浜町 肱川町 河辺村 i口L 言十

直積

面積(附) 240.99knl 74.79knl 63.30附 53.12knl 432.20knl 
国勢調査人口(H12年) 39，011人 9，266人 3，211人 1，274人 52，762人
国勢調査世帯数 (H12年) 13，737世帯 i 3，408世帯 1，048世帯 581世帯 18，774世帯
住基人口 (H14年四31日) 39，061人 9，544人 3，168人 1，358人 53，131人
住基世帯数 (H14年3月31日) 14，576世帯 3，592世帯 1，087世再 534世帯 19，789世帯
首長任期 H17.2.12 H 18.6.20 HI7.3.18 H 15.4.24 
i'J L言里会議員定数 22人 16人 12人 10人 60人
正支
ト農業委員数 任期

HI8.10.4 HI7.10.7 HI5.4.29 H 15.4.29 
組 22人 17人 14人 12人 65人

織 任期 H 18.9.21 ! HI8.7.19 H 18.7.19 H 18.7.19 

|什職歳員数 (H13年4月1日) 601人 171人 77人 52人 901人
」ー←

入総額 17，811，487干円 6，876，768千円 4，019，813平岡 2，338，059干円 31，046，127千円
住民1人当たりの額 456千円 721 干~ I 1，269干百 1，722千円 584干円

平成 |l 歳出総額 17，080，102千円 }l 625833613干円 3，776ヲ404干円 |「 2，211，209千円 29，651，328干円
住民1人当たりのE m 印刷 1， 19日 1.62同 日

年E政状13 市町村民税額 3，602筋8刊 722，744m I 196，679千円 56 ， 876f~ I 4，578，967千円
住氏 1 人当たりの容頬~l~舗13991124912486明ド刑需~ I 76千円 6舛円 4円円 86千円普通父付税額 2，393，805千円 1，642，794千戸 川16，626千円 10，067，139千円
住民 j人当たりの 251干円 519干円 749明 189千円

況「財政調整基金 406，467干円 328，000干円 504，355千円 2，207，968千円

吾| 住民1人当たりの額 2同 43千円 104干円 371芋円 42干円
通_6_ 地方債現在高 I 19，225，765干日 i9，343，086千円 5，611，381千円 2，822，368千円 37，002，600干円
言 住民1人当たりの額 492千月 979千円 1，771工円 2，078干円 696+~ 

) 財政力指数 (3力年平均) I 0.412 I 0.243 0.136 0.087 0.314 
経常収支比率 83.4% 85.7% 86.4% 89.0% 
公債費比率 16.9% i 19.0% 17.9% 16.0% 

(※住民1人当たりの額は、住墓人口による。)

2 
合併に関するご意見・ご質問がありましたら、合併推進協議会事務局までご連絡ください。

大洲喜多合併推進協議会事務崩(干795-0012大洲市大洲891番地の1大洲市民会簡
TEL0893-23-0234 FAX0893-23-0233 E-Mail ozukita@cnw.ne.jp) 
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今年はl月から「ライフステージ別の健康」を担載してきました。 今凶はl年を振り返ってもう l度、それぞれの年

代の腎意点を確紅じごみましょう。

生まれたばかりの子どもは生理的に未熟で、生命そのものが大人の子に安ねられて

います この時期は体温の調節、皮膚の清潔、栄養の補給、スキンシップ、外界から

のさまざまな刺激等、成長発達に必要なものすべてを、その子の養育に携わる大人が

保障しなければなりません。

生後 5 ヶ月頃までの母乳(またはミルク)の栄養~::頼る則間が過ぎて、それ以後は

離乳食を必要とするようになり、歩き始めるころには 1LI 3困の食事と 2目の間食へ

と進んでいきます。その問に良い食習|員が形成されるためには、両親のみでなく、周

囲のj~)Jが必要です。

また、適切なdtltヤ体の清潔保持への心遣い、言葉かけ、 j草ぴ、社会との触れ古いなど、子どもの持つ力を育てる働
きかけをして、一生の大事な出発点でつまづかないよろ、みんなで主えたいものです。

幼~~期に育まれた習慣や社会性が、学校生活ヤ地域での交流を通して伸びていく時です」そして、この頃にはすでに、

将来の健康に関わる止活習慣病の問患が出てきます。子どもの主体性を大切にしながら、心身ともに、将来に向けて好

ましい方向付けをして行きましよろ。

学校を卒業し、就職 a結婚目出産や育児等、剖の保護から離れて日らの人生を

選択し、築いていく時期です。そして、子育ての責任や社会的な役割引Eうとき

そのためには、健康であることが最大の関心事になってくるとjLlいます J これ

からは、人竺をより長く健康で過ごすために、手遅れにならないうちに、白らの

責任で生活債を見直してみましょう。そしてこの時期から、毎年の健康診断交

診を忘れないようにしましょう。

健康願望を最も強<!感じる時期ではないでLょうか?ft事ヤ円々 のと七百に迫われている時
にはIfj来なかったことが、日分で決めて実行に杉せるときでもあると思います。趣味やJ思しみ、

社会ヤ人との交比、地域でのボランティアなど、自分に会ったものを見つ汁て杭けましょう。

いつの時期も、大人が野ましい生活習慣を守って健麗であるζとが、家族や社会の健康につ

ながり言す。生活習慣病予防!こっては、「健康日本として昨年(H13年1 月 ~12月)の広報

に捕載しましたの亡、見直してみて〈克己い。そして「わかっτいるけど実行しな~IJのでな
〈、「わかったことは実行」しましょう。

-3 



i長濃置?重量晶署警の

2種選種審議再決割譲し克 1
10月27日、本町商市街で、 67178 

長浜町商品券の公開抽選会が 68180 

行われ、次のとおり当選番号 1:: 2等] (2000円分商品券)

が決まりました。 下 3桁

1: 1等] (5000円分商品券)

下 5i}行ヲ

5 6 5 6 7 

5 6 8 7 9 

57283 

6 2 1 7 9 

6 5 1 2 2 

6 6 5 4 3 

u十F司喝
ムリ 語怠 戸

263 

1: 3等] (1000円分商品券)

下 2桁

7 7 

E交換期限]平成14年 12
月20自(金)まで。

E変換場所]長浜町間工
会ほか

Eお問い合わせ]長浜町商工

会(晋52心312圏構)3283)まで。

拐2詰~::::::::::::~~~~~~~~::~~~~~;:古都::::::::~~:詰問:園士~~~~~~~~~~:培固::~::::::::::::::::~::;::::二日.::::::::::::服部位世間詑世間;::::::'訪日:園持::~:::::::担当~~~~~~:::::自主誌ヰ

ミ松山 a ゾウJl-定期続空路線の科爵について
も ~韓国経済@観光交流推進協議会~

松山空港からは、大韓民国ソウルとの定期航空路線や海外へ

のチャーター便が運航しており、ますます海外が身近なものに

なっています。

大韓民国は、日本に最も近く治安のよい観光国家として、こ

れまで多くの皆さんが旅行されています。グルメやショッピン

グが楽しめるスポット、韓問。「ちょっとそこまで。」感覚で、

松山空港からのソウル線を利用して、韓国に行ってみませんか。

運航スケジュールは、次のとおりです。

OZ175 
松山露一寸 ウル着

900110:40 

10:10111 :40112:40114:20 

構報です ~長浜町立図書館~

書名 著者

。人生百年私の工夫 日野原重明

。海辺のカフカ(上ー下) 村上春樹

O僕はガンと共に生きるために

医者になった 稲月 明

。ハリー・ポッターと

炎のゴブレット(上・下)
、11

J. K.ローリング

1 0流転の海(第一部) 宮本 締

選詰邸側蹴張主税臨書欄ι4邸側;~~臨繍蹄諒

茎銃計調査{こ
! こ務方仁左さわ
~製造事業所の皆さまへ~

平成14年工業統計調査を12月

31日現在で行います。

調査の実施に当たっては、本

年12月から来年 1月にかけて調

査員がお伺いします。

なお、調査票に記入していた

だしミた内容については、統計法

に基づき秘掃が厳守されますの

で、正確なご記入をお願いしま

す。

一経済産業省園愛嬢県園長浜町

宮中5掛脚間5錦繍蹄糊制欄間糊開器開制

B B害法i卒ャシパX
も 「毅送大学J
放送大学は、テレビ・ラジオ

を利用して授業を行う正規の大

学です。(スカイパーフェク T

V、士也と方支j主主、 CATVで、宅見耳45で、

きます。)

平成15年度第 1学期

教養学部生園大学院

修士科昌生募集!

I募集期間]平成14年 12月15日

~平成15年 2月28日

{募集学生の種類1
0教養学部(学士<教養>の学

位が取得できます。 15歳以上で、

あればだれでも入学できます。

入学試験はありません。) ..・全

科履修生・選科履修生・科目履

修生

。大学院(18歳以上であればだ

れでも入学できます。入学試験

はありません。)・・・修士科目生

E資料請求園お聞い合わせ1放

送大学愛媛学習センター(〒79

0-0826 :フリー夕、イヤル0120-8

64-600 : Fax情報サービス043-2

11-8351 : httpd: // www.u-air司a

c.jp/hp) まで。

4 



事雲閣議議題顕蝉懇話，:::;a蝿蝿臨露摺額醸鼠寝耳事部張主己

主持設人権相殺を

言 行います

p語正樹立丘鴫醐蹴醐改:郡部品正包訴抑手訂れ::詩鮒:口リ::

i 移繍動鰭警暫君開F摺5談翻所舗正最説宏れLま討す ~対耕F警欝震鰐薯手~ 

暴力団、薬物、迷惑電話、悪質商法、ストーカ一、配偶本間

差別、家庭内の問題、近隣と 暴力、いじめ、本院内暴力、非行|出題等で悩んで、いる方は、誌

の紛争、借地・借家、児童-生出なくご相談くださし~

徒のいじめ・体罰、交通事故等 i日時] 12 月 11 臼(水)干後 2 時 ~5 時(毎月第 2 水H翠日。な

で相談のある jゴは、お気軽にごお、本署では問時受け付けています。)

刊用ください[場所1長浜交番
[日時] 1月 6il (月)午前10 [:お聞い合わせ】大洲警察署(宮24-(110) または、長浜交番

町)午後 3時 (置き52-1015)まで。

I場所]長浜町体育館手1I室 少年相談竃話(ヤンゲテレホン)め

Eお問い合わせ〕役場住民福祉 電話番号tJ\変オ?~ました

1=::，，:，:，将:園.::::~桜臨時::詰評判事:::符在すや:ト::::~::::::諮詩碑臨調書原:::: 皆吉正結託:百件占悶糊聴器脱出記::!:::子拐事事::::::'司王忠誠:-:.詫:::::::::::

重大瀞y.喜多地域 主高齢者何でも
重 合再就職彊援金の 重 無料椙談司〉ご案内

室 お知らせ曽高齢者とそのごぷ族の心配ご

大沙I!I{百工会議所ーでは、ハロー と、悩みごとについて、ご相

ワーク入山|のこ、協力のもと、大 をお受けします。相談はすべて

洲-喜多地械を中心とする企業 無料で、秘密は同く守られます。

と求職者の皆さんが一生に会し お気軽にご相談ください。
[場所l大 i1+!保健所

自由に面接をしてし、ただく E電話番号3
※|二記、と也に要電話予約。組

「大iJ+I.喜多地域合凶就職面接 089-926-0808 
料

課戸籍係(宮52幽1111ロ(有)2081) 

まで。

話器説話相詩型時間型車諸説掛詩碑:~-:3臨寝泊;持制主主;沖.，:.:.沼郡5

選定灘保繕所:n，&の
意 お紹そう哲

女性の健康相談
[日H寺] 1 2月 19 t:I (プj~)

'I-{:炎 4日寺~ 5 a寺
{場所]大洲保健所

思春期保健 三チミ
p!fC 

【日時三] 1 2月 26 U (オミ)

午技 1 時~4 時

新 J-J'芹移転に伴い、少年相談電話(ヤングテレホン)の電話

番号が、次のとおり変買になりましたコ

i日 23-4976 →
相談電話は、 24時閉そけ 1，J けています。いじめ、~(-どものし

つけ、非行問題、少年仁l羽寸る i問題で悩んでいる方は、お気軽

Lここ十日言32くf三さし、。

融葺議量彊覇麗罷璽慢豆盟話量

ご
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警定期務務相摂

I日時] 12月13臼(金)午前10

時~午後 3時

{場所】大ガ十[商工会館

I内容】税金に関すること全般
[担当I高松国税局税務相談室
松山分室

(愛崎県高由iI者総合相談センター一)

C 舟支相談(生活全般にわたる

問題仁ついて)ーイザ週火~日曜

日:午前 9時~汁佐 5時)

[場所1大洲市総合福祉センタ- 0専門相談(保健、介護、住宅・
(大洲市東大洲270-1)

I対象者] f必Jく意欲のある方な

介言葉桜器、医療、栄養、リハビ

リ、法伸、土地圃家屋、 ~--;(-h己、

ら、どなたでもお気軽にご参加| 税金、年金があります0) -幽・指

くだ、さしミ。

【内科}企業の採用担当者が一

シζH翠日の'1二f善之 1a寺~4 日亭

Eお問い合わせ】愛媛県高齢者

堂に参加しますので、ご希望の 総合相談センター(干790-0843

プjは自由にI副委がごき、事業所 松山市道後町2-9叩14:官089・92

Eお問い合わせ】大洲税務署総 の求人内容についても聞くこと 6-08(8)まで。

務課(器24-3115)まで。 ができますの

{持参品]屑界書、筆記用具

[お問い合わせ】大洲商工会議

所(宮24-4111)または、ハロー

ワーク大洲(宮24-3191) まで。

-5-



属品副岱錦織 議 時官事
国民年金の保険料は忘れずに納めましょう。保険料は便利な口座振替で!

国民年金保j験料{ま1 毎月きちんと期醸内に納めましょう
老後の安定した生活を守るためにも、納め忘れのないように気を付けてくださいc

国民年金は、世代と世代の助け合いの制度です。
国民年金制度は、国民みんなが加入して、若い世代が年金世代を支える仕組みになっています。

私たちが納める保険料が、今のお年寄りの生活を支え、私たちが年老いたときには、次の世代

の人たちが納める保険料によって支えられる、国民全体の支え合いの制度です。

あなたとあなたの家族にとって大切な保険料です
保険料を納め忘れると、将来受ける老齢基礎年金の額が少なくなったり、場合によっては受けられなくなったりしま

す。

また、万一の事故や病気などで障害者になってしまったときに支払われる障害基礎年金や、不幸にも亡くなられたと

きに支払われる、遺族基礎年金を受けることができなくなる恐れがあります。

保険料は、納めず、に放っておくと納付期限から2年を過ぎた場合、後で納めたくても納めることができなくなります。

その結果、年金を受けることができなくなり、寂しい老後を過ごすことになりかねません。

自分自身の老後の基盤を築くためにも、保険料を納めることが大切です。あなたとあなたの家族に大切志保険料納付

です。志れずに納めましょう。

保険料の納め忘れを防ぐために、便利で確実な保険料の口座振替や、お得な前納制度もあります。

自
金聾事
長重主

このたび、白滝商工観光連盟主催で「白滝もみじまつり写生大会Jが開催され、自i竜・柴両小学校児童81人から応
募がありました。

11月5日、白滝公民館で行われた審査の結果、次の27点が入賞しました。(敬称略)

。金賞
矢野美菜子(白滝小l年)高石歩花(白滝小2年)川久保宏洋(白滝小3年)上田

真子(白滝小4年)別宮成(白滝小5年)大野真里奈(白滝小6年)

⑬銀賞
東本直哉(白滝小Uf)別宮i票(白i竜小2年)白石優太(白滝小3年)石山祥子

(白滝小4年)徳田安紀(白滝小5年)尾上久晃(白滝小6年)徳山幸恵(白滝小6

年)

。鏑賞
上満由香荷・大田調秀(以上白滝小l年)上回葵・清水豪(以上白滝小2年)上満

タ梨華(白滝小3年)大野初美(柴小4年)森川紀郁(柴小5年)高石奈歩・徳田

耕太郎・二百葵(以上白滝小5年)LlJ中康生(柴小6年)清水大樹・山田誠.I度遺

伊代(以上白滝小6年)

も じまつり写生 企h
'z;!霊 t:l決ま却まし定

金賞に輝いた矢野美菜子さん
(白滝小 1年)の作品

-6-
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内

功
(
下
空
地
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う
ど
そ
の
付
け
根
に
祭
つ
で
あ
る
。

現
在
、
水
源
地
は
洞
れ
て
水
は

出
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
五
日
川
ほ

ど

L
た
の
所
か
ら
混
沌
と
あ
ふ
れ

出
て
い
て
、
ど
ん
な
日
照
り
で
も

潤
れ
る
ζ

と
な
く
流
れ
て
い
る
。

あ

と

が

き

城
の
台
の
社
改
築
の
写
真
を
損
っ

て
い
て
里
い
つ
い
た
の
が
、
ぺ
ゆ
か

り
の
地
」
で
あ
る
。
大
陰
城
の
跡

地
及
び
当
時
戦
死
し
た
式
士
た
ち

の
宴
が
、
こ
の
よ
う
に
当
時
の
姿

に
近
い
形
で
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
大
変
h

貝
重
な
遺
跡

で
あ
る
と
思
う
。

調
べ
た
中
で
、
当
時
の
武

士
た
ち
の
も
の
か
ど
う
か
は
っ

き
り
し
な
い
も
の
も
い
く
つ

か
あ
っ
た
が
、
知
っ
て
い
る

人
た
ち
が
現
在
と
な
っ
て
は

い
な
く
、
ど
う
し
ょ
う
も
な

い
。
し
か
し
、
何
と
か
し
て

調
べ
た
い
も
の
で
あ
る
。
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一

2町一三)がま&し
は、この限られた水を生前用水として利用

してL、ゐ以上、水を大切に守り子孫ヘヲIき
継ぐこ義務があります f

水道水をイサZ用するときにも、有限な資源

である水をf!U~駄にイ史わド、いたず、らに {Yj i_;f，主

J一ること σコ右ごし冶ように ~L、7J'~t ましょう
八
U1a〈
叶

γ
¥川
YAい川
V
S
A開

vA品
v-Aいり

有
限りある水です O 大切に使いましょう

! 長浜町の l水辺の!IiE水の大部分
l土、柴地区の井戸から取7}:しごいる地下水

です。現布はtFIf様の家J迂に給水するための

に分比七|はできま問、地 l水のごiご公
供給源と予想される肱川水系の水は、午ぺ

減少し豊富なj地也下水への景影2響も j暫管;念されま
す O この丈た三占めう、Lclニ|やりILとともに、 町議会の
特別委員会や行政で出かな水流を耳j f)戻す

Yための施策を検討し、将ぅl毛の長浜町民が生
'l 111凶-'1<.で困ることのないようさまゲま令努
TブJ合責ねております。
; この地球が、宇宙全体でも非出にまれな

ぬス]<.に恵まれた持星であることは近守の研究

Aにより徐々に|珂らかにされていますが、夜、
品たちが利用ごさる水は、その内のほんのわ

品-9'かな量:でしカミありまそどん。

Q 今 H、私たちが使った水注水は非常に長;ーをてー吐くのillJ川へ河
川かl-~_)i1iI:...-.........、t毎から弄支号eして雨となり、地
上 ι降りて地下水を潤しています。私たち

品:シリイ
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深
め
よ
う
生
活
文
化

ー
町
生
活
文
化
祭
1

十
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
二
日

間
、
ふ
れ
あ
い
会
館
を
主
会
場
に
、
第

一
一
十
九
回
長
浜
同
生
活
丈
化
祭
が
開
催

さ
れ
た
。

会
場
に
は
、
園
児
や
児
童
・
芹
徒
ら

の
絵
画
や
工
作
、
各
趣
味
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
者
の

担
線
を
集
め
て
い
た
、
一

二
十
七
日
に
は
、
餅
つ
き
や
各
種
バ

ザ
ー
な
ど
に
加
え
、
長
浜
町
一
直
品
券
の

抽
選
会
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ

l
、
顔
面

紙
芝
山
門
な
ど
も
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な

ど
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

安
全
な
地
域
づ
ぐ
り
を

〈
)
水
防
災
大
和
地
区
起
工
式
t
)

十
一
月
一
日
、
水
町
民
対
策
特
定
河

川
事
業
大
和
(
郷
)
地
医
起
工
式
が
行

わ
れ
、
工
事
関
係
者
の
ほ
か
地
一
ぷ
住
民

た
ち
多
数
が
出
席
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
住
宅
な
ど
を
洪
水
か

ら
守
る
た
め
に
宅
地
の
山
高
上
げ
な
ど
を

行
う
も
の
で
、
平
成
卜
八
年
度
末
の
完

成
子
定
。

式
出
(
で
は
、
工
事
概
要
の
説
明
や
米

賓
祝
計
、
住
民
代
表
あ
い
さ
つ
な
ど
に

引
き
続
き
、
初
鍬
入
れ
や
煙
火
打
ち
と

げ
、
餅
撒
き
な
ど
の
記
念
行
事
が
行
わ

れ
、
全
員
で
工
事
の
早
期
完
成
を
祈
念

し
た
。

会場をわかせた顔面紙芝居

健
闘
服
増
進
と
親
睦
を

盛大に行われた餅j散き

ー
郡
町
村
議
会
体
古
大
会
i

十
一
月
二
日
、
晴
海
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
で
、
平
成
十
四
年
度
喜
多
郡
町
村
議

会
議
員
親
善
体
育
大
会
(
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
)
が
開
催
さ
れ
、
郡
内
五
か
町

村
議
会
誌
日
一
や
首
長
な
ど
、
約
百
二
十

人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
各
町
村
議
会
議
員
の
相
互

の
親
併
と
位
取
噌
進
を
幽
ろ
う
と
、
ト
叫

年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。
選
千
た
ち

は
、
折
か
ら
の
冷
た
い
風
や
、
時
折
降

り
つ
け
る
み
ぞ
れ
品
じ
り
の
雨
も
も
の

と
も
せ
ず
、
一
生
懸
命
ポ
l
ル
を
直
っ

て
い
た
。
な
お
、
結
果
は
長
浜
町
議
会

チ
i
ム
が
み
ご
と
優
勝
を
収
め
た
c

ハッスルプレーが続出した議会体育大会

E
日

E
E司
直

日
大
和
小
学
校

1

く
り
が
お
ち
あ
た
ま
の
う
え
に
い
が
が

た

つ

一

年

今

回

子

咲

こ
と
り
が
ね
ぎ
ん
な
ん
ひ
と
つ
と
り
あ

い

こ

一

年

小

川

奈

々

主

や
き
い
も
で
は
か
ほ
か
ぼ
つ
か
ま
ん
ぷ

く

だ

一

年

山

間

せ

い

ら

あ
き
ば
れ
だ
か
ぞ
く
り
ょ
こ
、
つ
い
き
た

い

ね

一

年

橋

本

基

希

夏
の
海
元
気
に
お
よ
ぐ
日
ぐ
れ
ま
で

二

年

矢

町

佐

埠

い
も
は
り
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
楽
し
い

な

一

一

年

中

川

満

美

子

フ
リ
ー
ザ
ー
ふ
ぶ
き
が
寸
ご
い
夏
の
雲

二

年

村

本

式

尊

い
も
ほ
り
で
黒
く
な
っ
た
よ
み
ん
な
の

手

二

年

渡

遺

涼

子

も
み
じ
た
ち
空
っ
赤
に
も
え
て
あ
っ
そ

う

だ

二

一

年

小

西

美

帆

小
さ
い
手
そ
の
し
よ
う
た
い
は
も
み
じ

だ

よ

一

ニ

年

菊

地

裕

子

ド
レ
ス
若
て
ダ
ン
ス
を
お
ど
る
お
ち
葉

た

ち

三

年

山

本

光

お
ち
葉
た
ち
い
つ
も
カ
サ
カ
サ
し
ゃ
べ
っ

て

る

三

年

向

井

将

起

H

喜
多
灘
小
学
校
H

ぽ
ん
こ
つ
き
ゅ
れ
て
わ
た
し
を
あ
お
い

一

年

後

藤

美

担

c、
ブ
ζ 〉

サ
ッ
カ
ー
ポ
l
ル
け
っ
た
ら
こ
ろ
こ
ら

こ

ろ

が

っ

た

一

年

有

池

蓮

コ
ス
モ
ス
が
い
っ
ぱ
い
き
い
て
か
こ
ま

れ

た

一

年

後

藤

莱

々

、
つ
ん
ど
う
か
い
は
た
が
ひ
ら
ひ
ら
ダ
ン

ス

す

る

一

年

後

藤

千

佳

い
ち
り
ん
し
や
か
ぜ
と
い
っ
し
ょ
に
空

わ

っ

て

る

一

年

山

根

立

哉

ひ
が
ん
花
ま
つ
よ
な
ド
レ
ス
き
れ
い
だ

な

同

年

山

根

里

吾

i
五
夜
に
す
す
き
を
か
ざ
れ
ば
き
れ
い

だ

な

し

八

年

藤

同

渉

通
勤
会
親
子
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
っ
た

六

年

東

飛

生

馬

コ
オ
ロ
ギ
が
一
一
三
一
と
う
さ
ぎ
と
ぴ

六

年

松

下

明

H
香

出
た
ち
の
運
動
会
が
は
じ
ま
っ
た

六

年

目

ムゆ人

'オえ

イI失

十
二
月
一
門
口
は

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
点
檎
の
田
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自

司
君
勲
ι
一
等
植
田
制
大
通
草

十
川
ト
六
日
、
松
山
市
で
え
ひ
め
家

一
族
賞
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
下
組
成
の
畦

一
万
推
さ
ん
の
ご
家
族
(
第
一
世
代
:
・
畦

一
芳
加
さ
ん
・
ム
マ
子
さ
ん
、
第
一
一
世
代
・
:

一
畦
勝
美
さ
ん
・
ユ
ク
子
さ
ん
、
第
一
二
昨

一
代
:
・
畦
幸
治
さ
ん
・
真
由
美
さ
ん
・
利

一
則
さ
ん
、
第
四
世
代
・
:
畦
光
希
さ
ん
回

一
美
咲
さ
ん
)
が
、
え
ひ
め
家
抗
賞
を
受

一
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
三
世
代
以
上
が
同
情
し
て
、

一
む
つ
ま
じ
く
健
や
か
な
家
庭
生
活
を
営

一
ん
で
お
り
、
そ
れ
ヂ
れ
の
立
場
で
地
域

京

)

活

瑞

/
1
B
i
l
l
i
-
-
-
I
J
¥

1
巾

社

本

九

一

ぷ

大

本

晃

正

君

ら

優

勝

て

〆

、

ニ

コ

ー

一

ナ

ム

E

¥

E

-

/

品

川

ん

弁

勲

し

一

¥

一

j
町

内

小

学

校

一

/

白

内

心

ゥ

点

、

ま

一

ト

ム

陸

上

競

技

大

会

j
一
ー
レ

)

正

庁

り

れ

r
i
l
l
h
v
i
H
H
H
い
じ
ド
l
L

位
恨
円
L
J
h
v
ト
l

小
い
三
」

和
二
じ
に
宇
一
十
月
十
日
、
長
沢
中
学
校
グ
一
ブ
ウ
ン

ト
し
伽
糾
一
山
内
一
ド
で
、
町
内
小
空
陸
L
L

競
技
大
会
が

当

右

、

の

宇

一

行

わ

れ

ま

し

た

。

け
い
は
動
主

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ん
一
司
園

E
Bヰ
J
J

さ
一
男
韓
関
園

忠
一
習
量
騒
睡
.

2
園

コ
一
〔
六
十

m
〕
叩
大
本
晃
正
(
櫛
小
」

)
8

川
一
秒
9
②
森
川
将
聡
(
比
士

9
秒
2
一九大

付
一
一
因
子
尋
(
大
和
)
9秒
2

d
L
E『吋
a

a

受
一
〔
百
①
上
訓
研
五
口
(
白
滝
)

ー関車

窓芳
め雄
輸大

勝人，

良一'を雲寺
高島 22  

量 IJ'X!l 

下
須
成
の
衆
議
院
議
員
百
一
出
司
さ
ん
(
七
四
)
は
、
国
土
庁
長
官
、
自
治

大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
、
水
年
に
わ
た
る
国
政
参
画

功
釘
に
よ
り
、
今
回
最
高
位
の
勲
一
等
旭
日
大
綬
キ
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受章された稲垣久常さん

稲壇丸帯ξん
勲六等

単光~量目

長浜の稲垣久常さん (65)

は、永年にわたる郵組業務

J}J労により、勲六等単光旭

日章を云章されました。

者住在外正日

勲一等旭日大綬章を受章された

西国司さん

社
会
づ
く
り
に
貢
献

L
て
い
る
家
族
に

滑
ら
れ
た
も
の
で
す
。

1/1 
手争、

3
②
吉
本
泰
典
一
大
和
)

中
康
生
(
柴
)
日
秒
5

〔
穴
十

m
ハ
ー
ド
ル
】
①
大
本
晃
正

(
櫛
生
~
日
秒
0
②
宮
本
泰
典
(
大
和
)

日
秒
2
也
大
野
治
相
(
柴
)
叩
秒
4

{
走
り
幅
跳
び
〕
①
夜
川
一
什
聡
(
柴
)

4
m
m
②
城
戸
恭
子
(
櫛
生

)
4
m
日

⑦
大
田
千
J

咋
(
大
和
)
3
m
叩

豆
地
り
高
跳
び
〕
一
市
徳
田
真
彦
(
大
和
)

l
m
詑
②
山
巾
康
生
(
柴
)
l
m
n
③

太
出
叶
(
大
和
)
1
m
m

〔
ソ
フ
ト
ポ

i
ル
投
げ
〕
①
尼
上
久
晃

(
山
滝
一
日

m
m
@木
谷
主
(
長
浜
)

特

m
お
③
卜
し
川
崇
喜
一
、
長
浜
)
U
m
日

14 
手少
5 
③ 
山 受賞された畦さんご家族

〔
四
百

mリ
レ
l
〕一

ω大
和
(
大
刊
a

宮
本
@
徳
出
・
大
野
」
臼
秒
9
仰
一
櫛
生

(
城
戸
・
大
本
・
押
井
・
神
内
)
門
別
秒

0
③
柴
(
山
中
・
森
川
・
太
田
・
ム
人
野
)

臼
秒
4

-10一

【
六
十

m〕
岳
小
西
か
宗
一
¥
大
和
)
9

秒
9
②
堀
井
ま
な
つ
(
長
浜
)
叩
秒
l

③
別
宮
早
紀
(
白
滝
)
山
秒
1

〔百

m】
①
松
柴
茜
(
大
恥
)
日
秒

6
②
小
森
美
穂
(
櫛
生
)
日
秒
8
③
二

一
円
札
(
長
浜
)
日
秒
0

己
八
十

m
ハ
ー
ド
ル
】
①
大
野
真
里
奈

(
山
滝
)
日
秒
0
応
一
久
保
美
知
忠
(
白

滝
)
日
秒
1
一
川
一
ニ
宮
札
(
長
浜
)
日

秒
1
〔
走
り
幅
跳
び
]
①
松
栄
茜
(
大
和
)

3
m
m
ω
②
小
森
美
穂
(
櫛
生

)
3
m
m

③
岡
崎
真
奈
(
柴
J
3
m
訂

〔
走
り
高
跳
び
〕
小
一
位
山
幸
忠
(
白
滝
)

1
m
げ
一
也
↓
古
住
穂
(
長
一
氏
)
1
m
m

③
矢
野
一
川
麻
原
一
一
長
以
)
1
m
5

〔
ツ
フ
ト
ポ
ー
ル
投
げ
〕
一

ω宇
都
宮
美

帆
(
豊
茂
)
河
川
日
②
増
出
あ
ゆ
み

(櫛
ι
と
お
川
崎
③
小
川
町
剰
(
大
和
)

]

1

5

 

つ
Q
E
Q
d

【
四
百

m
リ
レ
l
〕ノ
I
一
人
相
(
松
栄
・

小
川
・
小
西
・
藤
洋
)
釘
秒
1
②
長
浜

(
城
ケ
世
・
二
一
己
・
堀
井
田
矢
野
元
)



m
山秒
5
一
叫
帥
吐
一
(
小
森
回
菊
地
・
木
多
・

工
h

一
井
)
侃
秒
4

六
十

m
ハ
ー
ド
ル
危
ど
優
勝

j
郡
内
小
学
校

陸
上
競
技
大
会
j

ト
月
十
七
日
、
内
子
連
劫
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
郡
内
小
学
校
肝
上
前
技
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
品
は
次
の
と
お
り
で
す
J

【
六
十

m
〕
②
大
本
晃
正
(
間
生
)

0

0

秒
9
〔冨

m〕
(
小
川
一
山
中
康
生
(
柴
)
は
秒
5

一
切
し
い
満
研
一
九
口
(
白
滝
)
H
秒
6

立
ハ
十

m
ハ
ー
ド
ル
〕
③
大
本
晃
正

(
抑
止
)
川
秒
2

{
走
り
幅
跳
び
】
川
一
賊
一
円
恭
平
(
櫛
生
)

4
m
U
②
森
川
一
任
聡
(
柴
)
4
m
弘

【
走
り
高
跳
び
〕
①
徳
田
真
十
九
(
ト
ヘ
相
)

1
m
T
 

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
時
〕
一
吋
一
尾
上
久
忠

(
白
滝

)
U
m
6
③
本
一
台
売
(
長
浜
)

日
目

9

〔
四
百

m
リ
レ
i
】

①
柴
(
山
中
・
森
川
事

木
田
・
大
鴨
川
)
臼
秒

i113哲生弘、主也選! 
たつと
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/でこネム

〔百

m】

茜
(
大
和
」
日
秒

9 
〔
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
〕
一
パ
川
大
野
真
理
奈

f
p
h

口
滝
)
日
秒
。

〔
走
り
高
跳
び
】
⑦
矢
野
元
麻
取
(
長

岡
花
貫
さ
ん
ら
受
賞

1
郡
優
良
公
民
錯
職
員
表
彰

5

こ
の
た
び
、
五
十
崎
町
で
開
催
さ
れ

た
喜
多
郡
公
民
館
研
究
大
会
の
席
上
、

次
の
方
々
が
優
良
公
民
館
帆
は
と
し
て
、

喜
多
郡
公
民
館
連
絡
協
議
会
長
去
杉
を

交
賞
さ
れ
ま
し
た
(
(
敬
称
略
)

C
岡
花
責
戸
柴
心
民
館
館
長
)

O
三
秋
雅
義
(
柴
公
民
館
、
主
事
)

い
井
上
邦
倣
(
長
浜
公
民
館
出
回
分
館

浜
)
1
m
m②
徳
山
手
恵
(
白
滝

)
1

m
u
 

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
〕
①
宇
都
宮
巽

帆
(
最
茂
)
お

m
u

〔
四
百

m
リ
レ
i
〕
∞
帥
午
(
小
森
・

潟
地
・
木
多
・
玉
井
)
引
秒
1

分
館
長

闘
理

-E一
部
さ
ん

間
一
瞳
載
さ
ん

ー
県
優
良
公
民
館
職
員
ロ

永
年
勤
続
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員

i

十
月
四
円
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た

愛
媛
県
公
民
館
研
究
よ
会
の
席
上
、
永

年
に
わ
た
り
公
民
館
活
動
に
口
航
さ
れ

た
次
の
方
々
が
、
優
良
公
民
館
職
員
・

永
年
間
続
公
民
館
運
営
審
議
台
委
巨
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
、
感
謝
状
を
一
一
党

け
ら
れ
ま
し
た
。
「
政
祢
略
)

〔
県
教
育
委
賃
金
教
育
長
・
県
公
民
館

連
合
会
長
連
名
表
彰
〕

。
擾
良
公
民
館
職
員

岡
町
一
二
郎
(
青
向
公
民
館
、
主
平
J

〔
県
公
民
館
連
合
会
長
感
謝
状
〕

O
永
年
勤
謂
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

公
開
一
義
(
今
坊
公
民
館
)

11 



2002 12月15日，_2003 1月14日

事、しの7'Jルシダー
日 曜日 行事名 場所 時間

17 火 不用犬・不用ねこ回収日

18 水 びん・缶収集日

20 金
社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00-11:30 
有害ごみ収集日

21 土 長高水族館開館日 長浜高校 11 :00-15:00 

25 水
ペットボトル・発泡スチ

ロール収集日

27 金
粗大ごみ収集日

仕事納め

1/6 月
仕事始め

特設人権相談 町体育館 10:00-15:00 

8 水
ペッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

愛媛県知事選挙告示日

9 木 不在者投票開始 町民体育館 8:30-20:00 
-25日まで

10 金
社会保険事務所出張相談日 商工会 10:00-15:30 
燃やさないごみ収集日

12 日 平成15年長浜町成人式 中央公民館 10:00-

2002年も12月。l年聞の反省の月であり、最後の月でもある。歳末tあって慌ただし
く 、師走の異称もあり 、 町l;t~騒を極める 。 クリスマス も過ぎて学校も冬休みに入る噴

には、いよいよ暮れも押し迫り、各家庭では大掃除や正月の準備に一段と忙しさを増す。

野山は冬景色を整え、寒さl;t-段と厳しさを増す。24節気のーつである冬至は陽暦の1

2月22日噴lこ当たり、 昼間の時聞が最も短い日である。この日を境rまた日が長くなって
くること古、ら「一陽来複jともいう。この目、粥・南瓜・こんにゃくなどを食べる習慣

がある。

一陽来復を祝う冬至祭l;t、各民族の聞でも古くから行われた。日本での古い冬至祭は、

陸暦11月下弦の日 (23日項)の大師講で、もともとは太子と呼ばれる神の子が、村里を

めぐってきて、春が立ち返るという言い伝えがある。地方によっては、後1:弘法大師な

どに結びついたりしたといわれる。冬至風日や相子風目などは、[みそぎjの名残である。

年の暮れには、正月の飾り物や新年を迎えるため、地方色豊かな市が各地に立つよう

になる。これを[歳の市jという。この時期になると、デパートやスーパー、一般の商

匝も、大売り出しと称して正月用品の準備をして客の購買意拡的、き立てる。

農村はもちろん、都市の家でも離をつく音1:心も弾み、新年を迎える家身の喜びを感

じる。餅1:霊力があると信じられ、餅を食べることで身体の中1:霊力を取り入れたので

ある。漉氏物語の餅鏡l;t延命長寿を願った。中世には、婚儀の「三日夜の餅j子の幸福

を願う「いただ8掛J離の節句の「草鮮j端午の「拡j無病息災を祈る「支の子齢Jな
どの祝い餅がつかれた。人生の節目の出産ー誕生・婚札・葬儀にも、鮮は欠かせな古、つ

2003年も目前。来年も今年以上1:家族の幹を深め、郷土長浜の発展に寄与しよう。幸

福は町民の結束が運んでくる。来る2003年1:幸あれと祈りつつ筆を置く。
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美暁紀樹

人口・世帯数のうごき

10月末現在 首守月とσコ上ヒ)1':交

9，455人 16人i成
人 口 (男 4，467人) (男 1人減)

女 4，988人 女 15人i成

世情数 3，586世m 1世帯減

-12-

印刷/(:却岸本印刷

平成14年12月1日発行 547号
発行・ 干799-3401愛媛県喜多郡長浜町大字長浜甲480番地の3長浜町役場総務課
Tel 0893-52-1111 Fax 0893-52-0637 H P www.town.nagahama.ehime.jp ( iモード対応)


